
l~ -

241 エ 累 火 薬 侍 女 蛙 姉 18号 神 3琵

輪 酸尿 素 の吸潰 性 につ いて

く堺 押32年 5月 21E]受 !))

水,LL解=郎 ･長LJf 征伐

(工再技術院末文工議XJ一所qT七郎)

は し が 手

柄敢71/･e-/(以下横安とたす)h'L脚 三,経典の主
頑な成分として旺周されているが.硫安は吸湿性が大

きいため.こltを含41する抜難は,湿度の布いFl米に

於ては,唯tqした冬期を除いては,常に滞船による性

位の銘イt:のおそれがあり,その包装.野菜には十分の

江上が必姿てある｡そこで.この船 の代りに,吸湿

性の少い相帯艮莱 (以下所属とraナ)セ用いてこの欠
J'(セ除去する閃みがある机 nl灰の吸湿性を澗促した

支点tがない.そこで望怒らは,その吸湿性に田する知

見を相もため,碑庚の島和水折液の7T=す 600Cまでの

水淑 LL 水に野する溶解だ,さらに水落鼓で如 き

111.:空文中ての慈畏謹BZを析 し,瑞賢と比較頻討し

た朋 と.日射 こおいては,所属に.一年を通じて甫解

すろ才.それ.エたいZ:の結鞄なえた｡また,水託気圧の

r--タから純良の洛解兼を那 lした｡

突 堤 の 郡

1使用 した試薬

085世良荒 くCO(_TqH!ゝ.IIEJOl

R兼 t鋲の硫 椴とZ切の原瀬を反応させ,生じた片
品むこ凶珂轄tnL,こLtを水先猿人テyケークー*て
｢･分にPE印したもの,粒度潮位の縦 ,99.こ,-.'のth'
えられた｡

○捕俄 7 ソモノ

拭兼 lDlな=回串鈷晶し.上とr和乱 丁分に乾性し

たもの｡

Z 水rこ対する溶解度

満更のl'lE林産はすでに湖空きれているので それJ_/

引FFする事とし,講民について判定した｡

a Jlせtt.

1表1に示す袋鼓を用いた｡

EnlJは涌きt''cm,内ti!3cl11の.ガ クス7日Lク

ー付〝ス洗沖ピソで.小こ20tL粗度の柿尿の鋪JILlを入

rL.そjtに遠見の純水を加えて,帝展の庖和汗i泊を作
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る｡ IIは 25mlの拝見ビyで.法諺 市1にPl押 してお
く｡これをぷ輪の断まで伝温和FPこき故すら｡この位

海f8は,トルオ-IL氷袋入り日脚匹を用い[_ものて,
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# BEh lCKJg90lTlコ
帝政見辛 爺EkT ′ t ソ 瀦定したZRJLh月は2-Cか ら 60oC まで･Cあって.

UreanltTIte ･Ammh▲m nltrate S･cElこ恥 を行った.恭相 の｣にEは 郎 g入れ
'iコ)

15-a

17.9･.

;0.日

2279

25i5

27.75

3000

34.C6

le.55

I8.70

2).28

2.125
2FdO

BZ13水茶大正沸定番モ

?9･3 讃丘のZkを加えてから0な椿封する.次にJCを通じて

IE,こ水月を入れ,i)セ妨乾ボン71に述持して静かに沸

一 女する｡これは^のサンプル中に群存する盤 を除妾

するため'Cある.それから.Llの湿分をrタイ7イス
ユ5.2

12.1

一.王真(.C'
図2号集束義8

3水溶兼の水薫九圧

475宅法

のバス中に沈め.強く赦 し1EがらJZの畑 を小さい

抗で荘丑ぶかくPかに捕 し.この祢51に挟存する水

および空朱を完全に除去すろ.1'I.叫mTnffg以下まで

手先して,これIL抑 保ち.仕.Eを滞斬して直ち

に夢舞台正文させてU字管の苛分に畑 を送り,zkia

のiGさか左右美等い ､事を見島めてから一定iiBEにT
背きtLl=但良和中に沈めろ,

ここで使用したtiiLFIも.折書生転 に用いたとJq
-のものである.サンプJ.･Z)示す水証REは.水邑瞳

のaZ)さの弟として穴さtL,それは,何在吋外啓からカ

セトメークを用いて暇 した.使用したカtIメータ

-は耶尺を肋､て'/9mmよで油5i!.CEltるものである｡
b 拙 D!

弔忘f古典を出2と凶1に京す.併配した水と構安の

水悪気JEは IntcrnnL10malCritlCalTableBより引用

したものである.

EgHlは同 1̂ の瓜収で巧まれた部分を監:大したも

ので.それに.日米の大気のむLE-温度曲板を併記し

た.こItli札映.井R.福田の毎月の平均辰温.平均

班 を瓜転した斯白根であって,見IL,温BEは大体こ

の貞操付近に分布すろ事になる.

菊4瓦から,功点の水流 は,前賢の臓 に比べ

て慣 EbqSく.括って.功戊の方が見地 'L少い

事が91かである.さらに.大矢の温ま一毘正負録より

つねに誘い榔 庄セ51するから,所見肺 誌から大
泉や-は肋 '.肺 する較内があり,したがって.疏

EP3.二元ナ捷lr名石を用いて訂止まりにより渦管し 泉州 液を大穴1こさらしてお餅 上,LJlトに永牙
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ー 澄 ま(eC)由1:＼ 1Pltヒ貞ILを

失って乾押していくが,適に輔脈する事はないとい2)03 う搬衿

が出る｡なお,この先Tti-湿度の月平均肝 )は- ⊃盟

科年袈上り引用したものである｡ついでに,計実り292 機会

についてみると,東点においては.3月乃葦 4月から1

1月までの野滋秋には,硫安の水諮気圧由t如 i朱- 由

一湿群別 貝の下にあるた35,堅湿して脚 するが,4295 冬期には道にtE唖

Lてくる事かわかる.た.'iLJrlter･ElatlOllnlCrltlCa

ITabteおよび LJndoltの表 には,~ 解 の00C付近のデータriなくlllOOc以上であるの

でこLtは大体の幌向としていえろ1 1けである.
i

i

JJ;

硝尿の淳解熱

東艮畑 渡および良太の水託RB;と訊民の前炉生

か図4Ⅰ】 水花環正曲玖 一一}



狭いiiL庶挺田では,1''T と toJ(7･は臓 勺関係を一打

ITるのd.書通-C,所尿のJ浪合も萌5mの=とくであっ

た.それで.この性向から

･t,ogp/a(;)

-Y}I 19 3) lr

図5 logp-,;, -妄x】o･

の位をLElすと

托水の着合は -2273xlOt■CX'I- 298.20K)

内果の寄合は -22C7xtOtoCX'r･2% 24K)

士た,JJ- 1983〔CaJg-molOc⊃

上妃の野eiを (1)に代入してさ作 すれば

純水 J/Ir(の一(1.99x2.303x2.273)×10'

=10379xlOtcd/Ji･mOl)

柄涙 AlI71(,VU)=IO〔削 xlOてcnt/tt･mOl⊃

よって 4IlTく.P)- ATTT(八0)-+0.298xl01

図6 象潟竣度淵定較正Eqdのノl.I

り土-迅3cm の正方形のアルt脈で'できた抜い1mで,

^にほfrS属.JJには珊中三/L乳鉢で手早くす

り.涌腺 入りテyケークーIi.で･Z舟に現株した 10

0 メ ヮyユl竜虎の粉火状のものを各々 05Jl完のせた

｡ノ1.ILJ脚 しい敏幸のス7'1)yデで

同Q)よ)に大きいピソの内部につってあり,このt

Eソは8m/mのKクス廿で0のガス洗浄ビyとii

枕している.この洗浄ビyは高さ 11crTtの,gナ

ス7 1ルター付であるがL.内払には挺水七人h .こ

の中を空式を適して永讃朱で正和させ.その空気.三.

I.17のつるされたピソ内lこと送られるわけで

ある.,棚 では等式の誰古は紗 JLとした｡t苑内の

I)は,0からの拡 中に伴って入ってくる水読除去用のyクスウーrL･である.【匁6の安正を棚 に用し･たC

I屯I市中に鼓功し,外部から町方のスブ1)リグの伸びを叫雅 に前記のカtIJ-ターで上みとり.予め溺描きしておいたスプリン

〔CalfE-mOl) タのLIFrぴとれ牧

の閉環白接から花柳 加の様子を倹しこれは 】g-rrLOlの水が輔毘柄か らゝ251Cにおいて漢 た｡

fiiiRfTの乱臣か 30.3.と 】2SOの二つの構台につ発し,その掩相 異の同伴が析tEけ ちFgの発熱岸であ いて召帰 した

.る｡村l戊のJ杜仲7F,沼*では 】且.TIOlの珊

尿は 3]235FlmOlの水に鰐解しているの

で(a.298xIDl)x31235-9298'Xlo†:cn]つ

+93q:h'cill〕lg

-mo】の珊尿が析出する田は･これTlけの発取がある.したがって領民の担和状捗でQ)酢

欝無 は･1g-mOI当り ー93OJ'Cai
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以上の吸湿はほとんどみられず,しかもこの場合で

も碑矧 ませず,太のままの状岱なたもっていた｡

1250Cの観合でも:帆")は周排で格安は5時関空象

には在隊したが,fr膿は叩''の呪脚 にととまつ

1こ｡

む す び

以上の軸足鈷身三から以Tのような林がいえる.

(L) 輔床は硝安に比して敬起睦は少く.とくに

糊関する傾向は非常に小さい｡

(2) 日本の年rinのさ的 水弘先圧は輔尿の鮭細水

料273･の戻す水蒸気圧より低く,したがって捕虜を空

先中に故鑑しても帯解するおそれはない｡

預原籍束は.EZl7および図8に示す｡ 文 が

恒を打の肋 '.3030Cの協会には,誘安は,1時 1)奴B 釣針 ヒ芋失政法 (1939)
rHl経には約15タメの放尿将加がちら_.I,その掛 .完全 化学実叔学節一応 や丑化学篤 T･219(1942)

に鞍解して/丁クプ状を良したが,そTlでもなお,水

分を吸収する悌向はつづいたA

これに反し輔尻は,25時tul経に約10%艶湿したか

あたかも水分で飽和したかのことき傾向を戻してそit

2) 理科年末 昭32

3)E TaneckcERnh)fsZanorgChem 192p

237(1931)

OT.tl-aflygroscopICNnttlr{･OEUreaN)trLLttB

by

YojlrOMlzushzmaandSeLeteuNagayama

TheI-.lPOrpressuresOZlthesaturElted ammonlummtratequotedfromalltera-

aqueouslsolutlOnOfureanltrateat20c cure From thevaporpressureandsolu-

to600CIVerCStatLCallymeasured(F】g3) bllltydataWeCandcrlvctheheatof

andshownLZIFlgLLlandB Forcx- SolutlOnaS930kcal/mr)】

ampk,thevaT氾rpressureOnthesDhz- Theratesofabsorpt】onofwatervapor

tlOIHS2210mrnJTglVhlChlShlgher亡han bypowderedcrystalslVCremeasuredon

thatofthesaturatedsolutlOnOfam- SprLngbala】1cc)ntheLlollrOfallSaturated

monlull一nLtrate(147mmflg)at250C bylVatCrVaporat123and303oC (Flg

lVhllethatofpure､vaterzs2379mmHg 6),andsholVnlnFlg.7 at30oC Am-

AccordlngtOOurVapourpressuredata. rnonlummtrate)SutterlyllqulEiedafter

uTeallltrateCannotdeliquescelrlany 1h∫s,butureanltrateObEalrlednothzng

mollthofyearlllJapa11 mOrethan6/03moISttrCatthattlme

ThesD]ub111tLeSmCaSIlredaresho､vn (Tokyolndustrlal】モesearchI】一StZtute)I

lnFIE2､vhlChalso contalnSdataol1
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